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Abstract 
* Acoustic Research Laboratory, Matsushita Electric Industrial Co., Ltd
1006, Kadoma, Kadoma, Os比a, 571, Japan 
料AV System Division, Matsushita Communication Industrial Co.,Ltd 
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We have developed a speech sensor system for video conference that eliminates the 
need for manual camera switching. To avoid being influenced by extraneous noises,the 
system distinguishes speech from noises by a fuzzy-logic technique that recognizes 
typical Japanese speech characteristics, and attains a noise 吋ection rate of 98.3%. 
Also the system calculates a cross-correlation function between two microphones to 
identi骨the spatial location of the person speaking. 




















































4 つの特徴量を用いることにした（表 1 ）。表
2は分析条件を示す。また雑音デー タとしては、
会議中に発生が予想される非定常雑音グループ
（約 8 0 0 サンプル）を収音し用いた（表 3 ）。






サンプリング周波数 I lOkHz 
分析窓 l20ms.ハミング窓
フレ ー ム周期 I lOms. 
プリエンファシス I 1-0.9z-•















図 1 ～図 4 に、 5 母音および各雑音デー タに
対する表 1 に示す 4 つの特徴量のそれぞれの値
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図 4 3 次の L p C ケプストラム係数の分布
2-3. 母音検出による音声／鍾音判別宴臨




音韻中心 ±2 フレ ー ムを使用した。 また、計算
効率を考慮し、各特徴パラメ ー タ聞の相聞は無
いとし、共分散行列｝：lの対角成分のみを用いた。





































































































非定常雑音全データ I 自.＇..Q.�描〉寝泊菅…一一一一一一一丁目白一··－，r:·ir －···…一
手や物で机を叩く音 I 18. 9
ガラス、食器の音 I 1. 1
マイク音 I 8. 2




































ぜ Ri is A
11 
and… and 凡is A
1m
…（4) 








入力デー タCR 1、．．．、 Rm）が入力される
と式（5）の結論が得られる。










た。 図7は母音グループのメンバ ー シップ関数
A11 ～ A41を表し、図8は無声摩擦音グループの
メンバ ー シップ関数A12 ～ A42 を表している。 ま















声性S の値は、 最終的に次式によりスム ージン
グされる。
S'i+1 = S'; ＋τ.（丘一S九） (S； 注 Sち）
S'i+I = S'; ＋τd（兵－Sち） （兵＜S';)
ここでS； は時点 i での音声性の値、 S
＇；はそのス
ム ージングされた値、 丸、 τd はそれぞれ音声性
が上昇時、 下降時の時定数を表す。




関して行った。 分析条件は表 2 の通りである。
また、確実に音声性を検出するため、 ファジィ
の判別窓長は 2 秒（2 0 0フレー ム〉とし、 こ
れを 0. 2 秒（2 0フレー ム）毎ずらしながら
音声性Sを計算した。 表6に音声判別のための闇






推 論 母 音
ル ー ル A,, A 空 1 A 耳 i A41
A 12 。 5 20 。
無声 A22 。 2 0 1 0 0 1 0 
摩擦音 Agz 。 5 30 。
A42 。 。 。 。




会話音声（騒音なし〉 I 95. 1
会話音声（騒音あり） I 86. s
表2の非定常雑音 I I. 7
紙の音 I o. o
手や物で机を叩く音 I 2. 1
ガラス、食器の音 I o. o
マイクを町く音 I o. o
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MIC 1とM I C 2への音源からの音の到達時
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図11 T V会議システムの構成
6. まとめ
T V会議システムにおいてスムースな会議進
行を実現するために、話者の音声を検出して自
動的に商面を切り替える話者自動検出装置につ
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